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大
阪
に
お
け
る
商
業

経
済
教
育
事
始

商
業
教
育
の
発
端
と
大
阪

わ
が
国
に
お
け
る
高
等
専
門
商
業
教
育
は
、
明
治
七
年
間
月
大
蔵
省
銀
行
課
内

の
銀
行
学
局
に
は
じ
ま
る
で
あ
ろ
う
。

」
れ
は
紙
幣
頭
得
能
良
介
の

し
た
も

の
で
、
英
人
シ
ャ
ン
ド
を
聴
し
て
簿
記
学
・
経
済
学
を
教
授
し
た
も
の
で
応
る
。

つ
い
で
明
治
八
年
私
立
商
法
統
到
所
が
森
有
礼
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
る
。
こ

れ
は
東
京
市
京
橋
区
尾
張
町
の
煉
瓦
挫
家
援
を
か
り
て
行
な
わ
れ
た
。
米
人
ウ
イ

ッ
ト
一
了

て
、
授
業
の
一
部
に
絞
済
学
を
お
い
て
い
た
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
商
法
講
留
所

が
肉
業
学
校
と
し
て
は
濫
鱒
で
あ
っ
た
ろ
う
。

森
有
礼
が
清
掴
役
割
公
使
と
な
る
に
及
び
、
こ
れ
を
東
京
会
議
所
に
委
託
し
、

会
一
政
渋
沢
栄
一
、
副
鹿
取
西
村
勝
…
一
一
、
議
員
議
院
孝
が
斡
旋
し
た
。
木
挽
町
一

r
J

自
に
う
つ
り
、
市
民
の
公
有
財
産
七
分
本
況
を
も
っ
て
維
持
授
に
あ
て
て
い
た
が
、

保
管
の
資
金
が
府
庁
に
引
き
つ
が
れ
る
と
、
東
京
商
法
諮
留
所
も

J山
市
京
府
立
と

宮

本

又

次

な
る
。

矢
野
二
郎
が
磁
法
論
留
所
所
長
と
な
る
。

に
設
商
務
省
所

つ
い
で
十
七
年

山
一
れ
の
東
京
商
業
学
校
と
な
る
。
そ
し
て
同
十
八
年
五
月
、
丈
部
省
移
管
、
同
九
月

東
京
高
等
商
業
学
校
と
な
る
。

商
法
講
習
所
は
も
と
鯛
味
柏
市
展
の
二
階
、
を
借
り
て
は
じ
め
た
も
の
で
、「
商
法

講
習
」
は
当
時
の
通
話
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
米
人
ウ
イ
ッ
ト
ニ

i

は
、
ブ
一
ブ

イ
ヤ
ン
ト
・
ス
ト
ラ
ト
ン
の
帳
合
法
、

ウ
エ
ヰ
ラ
ン
ド
氏
経
済
書
、
ブ
ラ
イ
ヤ
ン

ド
・
ス
ト
一
フ
ト
ン
氏
商
用
算
術
な
ど
を
教
え
た
。
経
業
は
英
語
に
よ
っ
た
ら
し
い
。

当
時
は
、
治
国
平
天
下
を
夢
み
て
、
大
学
予
備
門
に

は
あ
つ
ま
り
、
商
法
議

刊
行
所
は
い
ろ
い
ろ
と
勧
誘
し
て
や
っ
と
二
十
二
、
一
一
一
人
の
生
徒
が
あ
つ
ま
っ
た
に

す
ぎ
ず
、
学
業
を
完
う
し
た
も
の
は
十
名
を
出
て
い
な
い
。

矢
野
二
郎
(
本
名
次
郎
兵
衛
)
は
久
し
く
米
国
に
在
留
し
て
帰
朝
し
た
も
の
で
応

V
Q
o
 神

戸
に
も
明
治
十

月
に
北
長
狭
通
問
ゴ
ロ
問
。
に
商
業
誠
留
所
が
設
け

年

ら
れ
、
鹿
応
義
塾
出
身
の
甲
斐
織
衛
が
支
配
人
の
名
で
所
長
と
な
る
。
は
じ
め
医
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協
議
設
を
期
待
し
て
い
た
が
、

部
し
か
出
、
ず
、
貿
易
五
躍
金
で
郁
充
し
た
と
い

ぅ
。
の
ち
明
治
十

八
月
、
箕
浦
勝
人
が
そ
の
所
長
と
な
る
。
神
戸
良
部
業
諮
沼
山

所
は
、
明
治
十
九
年
に
神
戸
商
業
と
な
り
、

の
ち
に
県
商
と
な
る
。
こ
れ
は
、

ち
の
官
立
神
戸
高
荷
と
は
別
で
あ
る
。

岩
崎
弥
太
郎
は
明
治
一
一
一
年
土
佐
藩
大
阪
落
邸
の
川
以
上
席
者
と
な
り
、
開
成
館
大

阪
商
会
の
商
事
を
も
所
管
し
て
い
た
。
弥
太
郎
は
土
佐
藩
の
た
め
外
閑
人
招
璃
・

一
服
入
れ
に
あ
た
り
、
ま
た
大
阪
藩
邸
(
間
口
故
郷
、
堀
江
)
に
英
語
致
合
間
き
、
米
国

人
教
師
へ
i

ス
を
招
聴
し
、
若
い
落
士
に
英
語
を
学
ば
せ
、
弟
弥
之
助
・
県
川
良

(
小
一
郎
の
長
男
)
林
包
明
(
後
の
自
由
党
幹
事
)
・
竹
内
明
太
郎
(
綱
の

長
男
)
・
近
藤
旅
一
千
が
そ
こ
の

で
あ
っ
た
。

剖
成
館
大
阪
商
会
は
、
明
治
一
一
一
年
十
月
以
降
表
向
き
滞
営
か
ら
離
れ
、
九
十
九

商
会
の
名
で
汽
船
運
輸
を
開
業
し
、

月
一
一
一
川
商
会
と
改
称
し
た
。
そ
の
名

五
年

ド
土
い
と

ξ
L
a
-
-日\

f
t
f

ま
ゴ
d
j
'
f
づ

郎
・
石
川
七
財
・
中
川
亀
之
助
(
森
田
哲
一
一
一
)
の
一
一
一
つ
の
川

を
合
せ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
六
年
三
月
一
一
…
川
部
会
を
三
菱
商
会
と
改
称
し
た
が
、

」
の
頃
も
な
お
者
崎
邸
内
の
英
学
塾
は
存
恥
し
て
い
た
。

徳
島
出
身
の
近
藤
脱
一
千
が

入
会
し
た
の
は
明
治

の
こ
と
で
あ

る
が
、
ま
ず
東
京
の
茅
場
町
の
支
店
に
お
り
、
更
に
大
阪
長
期
の
淡
草
木
社
誌
と

な
る
。
岩
崎
邸
内
の
英
語
塾
に
寄
宿
し
、
生
徒

同
を
取
締
る
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

A
俊
一
長
(
舎
駐
)
で
あ
る
。

こ
の
勢
は
実
用
英
語
を
教
え
る
商
業
学
校
で
、
生
徒
に
は
上
記
の
如
く
県
川
良

平
・
川
田
龍
台
・
徳
弘
為
章
・
吉
村
可
成
・
竹
内
明
太
郎
・
林
包
明
な
ど
が
い
て
、

教
師
は
米
人
ド
ク
ト
ル
・
へ
l

ス
で
、

の
教
授
と
医
業
と
を
か
ね
て
い
た
。

近
藤
廉
平
は
す
で
に
大
学
南
校
や
長
久
館
で
学
ん
で
、
相
当
に
英
語
の
~
栄
養
が
あ

っ
た
の
で
、
へ
l

ス
は
近
藤
を
試
験
し
た
上
で
、
第
七
学
期
に
編
入
、
学
力
も
あ
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り
、
年
長
で
も
あ
っ
た
の
で
、
弥
太
郎
は
へ

l

ス
と
相
談
の
上
、
会
長
を
命
じ
た

の

の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
新
日
本
の
実
業
を
担
当
す
べ
き
一
粒
よ
り
の
学
生
な
収
容

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

の
段
脅
か
}
ず
る
近
藤
は
、
と
く
に
岩
崎
弥
太
郎

の
嘱
目
す
る
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
治
六
年
五
月
、
近
藤
は
社
員
の
列
に
列
し
、

袴
を
脱
し
て
前
近
を
活
け
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
の
ち
明
治
七
年
四
月
、

商
会
は
本
拠
を
大
阪
か
ら
東
京
に
移
し
、
土
佐
出
身
者
の
外
、
鹿
ム
応
義
塾
や
東
大

の
出
身
者
を
入
れ
る
が
、
専
ら
実
業
教
育

J
k
mざ
し
、
明
治
十
一
年
一
一
一
月
に

商
業
学
校
を
東
京
神
田
錦
町
二
丁
目
に
開
設
す
る
。

森
下
岩
檎
が
校
長
、
馬
場
展
猪
ら
が
教
口
氏
、
生
徒
に
は
山
本
述
雄
ら
が
い
た
。

山
中
川
川
良
平
が
校
長
と
な
る
。
実
業
教
育
を
冒
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
前
身
は
耐
え
は

大
薮
時
代
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
一
一
菱
の
鴎
業
学
校
は
、
開
校
と
何
時
に
一
回
八

名
の
生
徒
を
有
し
、
そ
の
中
に
松
崎
久
弥
・
岩
下
清
照
ら
が
い
た
。
明
治
八
年
九

月
、
森
有
礼
と
寓
出
鉄
之
助
が
米
人
ウ
イ
ッ
ト
ニ
ー
を
招
い
て
聞
い
た
蕗
法
講
習

一
時
閉
鎖
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
岩
崎
弥
太
郎
は
こ
の
…
…

校
に
そ
れ
を
合
併
し
よ
う
と
し
た
く
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
一

所
も
、

の
商
業
学

校
も
生
徒
が
大
限
・
福
沢
の
系
列
に
属
す
る
論
客
で
あ
っ
た
た
め
と
学
校
当
局
が

独
走
し
た
の
で
、
つ
い
に
十
七
年
頃
閉
鎖
す
る
に
至
る
。
そ
し
て
、
そ
の
跡
か
ら

英
士
口
利
法
律
学
校
と
東
京
英
語
学
校
(
杉
浦
室
開
校
長
)
の
二
つ
が
生
ま
れ
る
。

大
阪
の
造
幣
局
で
は
、
五
年
四
月
に
益
出
品
や
が
造
幣
格
頭
に
就
任
す
る
と
、
有

志
と
は
か
つ
て
日
進
学
舎
を
設
け
、
烈
化
学
、
数
学
、
建
築
学
を
教
え
た
が
、
の

ち
V
-
E
-

ブ
一
ブ
ガ
を
雇
い
入
れ
て
箆
式
簿
記
を
教
え
さ
せ
た
。

大
阪
の
造
幣
局
が
大
阪
文
化
、
と
り
わ
け
丈
明
開
花
に
は
た
し
た
役
相
は

library
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library : MigrationNone

library
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で
あ
っ
た
。
教
育
の
方
面
で
は
、
局
員
に
英
語
と
か
物
理
・
化
学
を
教
え
る
必
要

か
ら
、
英
語
の
塾
と
し
て
日
進
伊
舎
を
設
け
た
。
造
幣
局
の
局
員
だ
け
で
は
な
く
、

造
幣
局
以
外
の
人
々
も
希
望
す
れ
ば
開
放
し
た
も
の
で
、
大
阪
の
人
で
、
こ
こ
で

英
一
識
を
学
ん
だ
人
々
が
少
な
く
な
い
。

こ
の
臼
進
学
舎
は
、
一
万
造
幣
顕
で
あ
っ
た
井
上
轄
の
企
脳
に
よ
る
。五
年
四
月

に
造
幣
権
政
と
し
て
益
出
孝
が
就
任
す
る
。」
の
益
削
の
若
任
と
同
時

有
志
が
発
起
し
て
、
理
化
学
を
は
じ
め
数
学
と
か
機
械
・
建
築
の
学
術
研
究
の
た

め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
も
と
は
寮
内
の
子
弟
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
経

仰
は
は
寮
員
の
月
給
の
幾
分
か
を
拠
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
第
に
入
学
者
も
ま

し
、
遂
に
外
国
人
教
師

名
を
増
員
す
る
こ
と
と
な
り
、
益
回
豆
半
権
頭
が
下
限
し

て
来
た
井
上
造
幣
頭
に
諮
問
制
し
て
、
本
省
か
ら
毎
月
五
十
円
、
寮
内
諾
局
不
用
品

売
捌
代
金
を
補
助
金
と
し
て
下
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

御
一
応
外
国
人
の
人
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
中
国
人
の
混
血
の

V
-
E
-

ブ
一
フ
ガ

と
い
う
人
物
が
い
た
。
こ
の
人
物
は
簿
記
指
導
の
た
め
に
居
い
入
れ
た
人
物
で
あ

る
。
複
式
簿
記
を
最
初
に
採
用
し
た
の
が
、
大
阪
で

で
、
い
ま
も
当
時

の
簿
記
設
が
造
幣
博
物
館
に
の
こ
っ
て
い
る
。

東
京
で
は
シ
ャ
ン
ド
が
や
っ
て
い
た
が
、
大
阪
で
は
こ
の
ブ
ラ
ガ
が
複
式
簿
記

を
初
め
て
教
え
た
。
こ
の
ブ
ラ
ガ
は
日
進
学
舎
の
教
部
に
も
な
り
、

-
V
}原誌
を
つ
か
っ
て
教
え
た
。
新
聞
紙
な
俄
え
て
、
内
外
の
事
情
に
も
通
じ
さ
せ
、

職
工
の
ほ
か
付
近
の
子
弟
も
収
容
し
た
。

当
時
、
日
本
人
の
造
幣
局
の
技
術
者
も
こ
れ
を
応
援
し
た
。
久
社
い
治
作
は
そ
の

代
表
者
で
、
平
く
か
ら
舎
密
学
を
勉
強
し
、
造
幣
局
で
は
製
煉
の
分
析
所
長
の
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
た
。

ま
た
谷
敬
一
一
一
と
い
う
人
物
が
い
た
。
こ
の
人
は
、
防
庁
井
誠
軒
(
伝
送
)
の
二
男
で
、

天
保
十
二
年
生
ま
れ
。
坪
井
信
道
は
緒
方
洪
庵
の
恩
師
で
あ
る
。
こ
の

の
→
↓
J

信
友
は
大
阪
に
来
て
、
緒
方
洪
庵
の
迎
一
紘
一
と
広
甑
旭
荘
の
門
に
学
び
、の
ち
幕
府

の
蕃
話
取
調
所
に
入
る
。

の
ち
信
友
は
父
の
信
道
を
襲
名
し
て
萩
に
赴
き
、
病
院

止
な
管
理
し
た
が
、
三
十
六
歳
の
若
さ
で
病
没
し
て
し
ま
う
。

の

そ
こ
で
八

の
と
き
償
浜
に
で
て
、

の
幼
主
の
信
敬
が
の
こ
る
が
、
二
十

英
語
を
修
め
、

ヘ
ボ
ン
(
平
交
先
生
)
に
つ
く
。
そ
し
て
、
坪
井
信
敬
は
谷
家
の
養

子
と
な
る
。
谷
家
は
金
路
改
役
の
家
筋
。
そ
ん
な
わ
け
で
谷
信
敬
は
、
造
幣
局
の

出
仕
と
な
り
、
谷
敬
三
と
改
名
す
る
。
こ
の
造
幣
局
地
金
係
(
局
長
)
の
谷
敬
一
一
一
の

と
こ
ろ
で
競
戚
の
坪
井
九
馬
三
が
来
て
、
跨
伎
に
な
る
。

坪
井
九
馬
一
一
一
も
前
学
者
の
坪
井
信
道
の

で
あ
る
。
坪
井
九
馬
一
一
一
は
、
こ
こ

で

の
手
ほ
ど
き
を
う
け
、

の
ち
自
然
科
学
の

に
は
い
る
が
、
あ
と
で
股
史

学
を
修
め
て
、
日
本
に
お
け
る
岡
洋
史
学
の
由
也
・
泰
斗
と
な
る
。

大
阪
の
公
本
部
の
宿
と
し
て
探
勝
屋
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
こ
こ
の
養
子
に
な

っ
た
の
が
馬
越
恭
一
千
で
あ
る
。
造
幣
権
頭
に
な
っ
た
益
旧
孝
は
、
大
阪
へ
来
て
嬬

で
と
ま
り
、
そ
こ
の
養
子
の
恭
一
千
を
知
り
、
コ
問
調
立
志
伝
』
を
与
え
て
勉

強
を
す
す
め
る
。
恭
平
は
、
造
幣
局
の
日
進
学
会
に
は
い
っ
て
英
語
を
お
さ
め
、

の
ち
益
閃
に
従
っ
て
一
…
一
井
に
入
り
、
一
一
一
井
の
大
物
に
な
る
。

ま
た
六
年
四
月
燦
波
別
院
内
に
欧
学
校
が
設
け
ら
れ
、
翌
五
月
集
成
学
校
と
な

る
。
こ
れ
に
進
学
す
る
も
の
の
た
め
、
七
年
八
月
、
今
橋
五
丁
目
に
東
進
級
学
校

を
、
靭
陶
週
間
丁
自
に
回
遊
蔽
学
校
を
設
け
、
陪
年
十
月
東
進
級
学
校
を
難
波
別

院
内
に
移
し
、

翌
八
年
九
月
間
進
級
学
校
を
廃
し
て
、

東
進
級
学
校
に
合
併
し

戸
明
。

中
ム
ド
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明
治
十
年
六
月
中
之
必
常
安
向
に
校
合
を
新
築
し
、
こ
こ
に
集
成
・
進
級
学
校

を
合
一
し
て
大
阪
府
第
一
番
中
学
校
と
し
た
。
こ
の
前
に
集
成
学
校
内
に
瀦
法
学

予
科
が
付
設
さ
れ
、
商
業
教
脊
の
端
を
開
き
、
英
語
、
商
法
、

ヱ
げ
一
え
は
け

V吋
子
、

ま
h
q
c
t
t
E

銀
行
出
納
法
を
課
程
と
し
て
い
た
が
、
集
成
学
校
が
大
阪
府
第

番
中
学
校
に
な

る
に
及
び
、
中
絶
し
た
(
宮
本
又
次
『
大
波
文
化
史
論
』
一
一
一
四
八

i

一
一
一
五
O
京
、
一
一
一
一
ム
問

i

一
…
一
五
六
頁
)
。

私
立
大
阪
商
業
講
習
所
の
設
立

大
阪
で
は
、
十

一
月
に
大
阪
商
業
論
潔
所
が
設
立
さ
れ
る
。
大
坂
府
夜

住
の
五
代
友
厚
外
十
数
名
が
抑
制
謀
っ
て
「
方
今
我
国
文
物
大
い
に
進
歩
し
、
放
日
通

教
育
の
如
き
は
措
て
一
五
は
ず
、
法
学
・
理
学
・
文
学

天
文
・
地
m
-
兵

法
・
航
海
・
造
船
・
機
械
・
農
工
学
其
他
各
積
専
門
の
学
校
に
至
る
迄
特
に
大
い

に
備
わ
ら
ん
と
す
る
の
時
に
方
り
、
独
り
専
門
商
業
学
校
の
全
国
観
る
べ
き
も
の

甚
稀
な
る
は
実
に
今
日
の

大
欠
点
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

況
や
当
大
板
の
如
き

は
戸
数
十
万
、
人
口
三
十
万
、
一
川
謂
四
通
八
達
の
要
区
に
し
て
天
然
既
に

業
中
心
に
位
し
、
貿
易
交
通
の
旺
盛
な
る
全
問
中
其
右
に
出
づ
る
も
の
な
し
、

闘
の
商
権
を
握
り
各
地
の
寵
況
を
左
右
す
る
を
得
た
る
も
、
近
代
事
物
の
変
造
に

従
ひ
て
い
両
業
上
に
著
し
き
変
動
を
起
し
、
自
由
営
業
の
位
と
な
り
、
屯
信
汽
船
の

使
は
製
産
地
需
要
地
の
矧
を
綴
綾
な
ら
し
め
、
大
阪
商
人
の
手
な
併
ら
ざ
る
に
手

ら
し
め
た
。
是
等
は
皆
文
明
進
歩
の
た
一
果
に
し
て
喜
ぶ
べ
き
こ
と
でφめ
る
が
、
徒

ら
に
旧
慣
を
忠
一
守
し
、
位
の
風
潮
に
応
す
る
の
用
意
な
く
し
て
、
今
日
の
小
践
に

安
ん
ず
る
が
如
き
状
態
に
あ
り
て
は
到
底
従
前
の
繁
栄
止
を
将
来
に
維
持
す
る
-
}
と

悶
難
で
あ
ろ
う
。
宜
し
く
引
張
っ
て
商
業
上
の
改
災
進
歩
を
関
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
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改
良
進
歩
を
計
闘
す
る
の
婆
須
く
先
づ
商
業
講
割
問
所
を
設
践
し
、
商
売
の
子
弟
を

し
て
普
く
商
業
上
の
教
育
を
受
け
し
め
る
に
あ
り
」
と
提
唱
し
た
。

か
く
て
各
ι討
の
資
肢
を
さ
い
て
若
干
の
金
員
を
投
じ
、
鋭
意
こ
れ

に
つ

く
し
、
西
区
立
売
堀
北
海
一
一
一
了
日
十
七
番
地
を
ト
し
て
商
業
静
穏
所
な
設
立
し
た

の
で
あ
っ
た
。

先
に
設
立
さ
れ
た
東
京
高
法
諮
賢
所
の

に
大
阪
で
ま
っ
先
に
共
鳴
し
た
の

が
、
奈
商
門
田
一
一
一
郎
兵
衛
と
加
藤
政
之
助
で
あ
っ
た
。

加
藤
政
之
助
は
慶
応
義
塾
に
学
び
、
当
時
大
阪
の
ご
大
新
聞
の
一
つ
で
あ
っ
た

「
大
坂
新
報L
に
編
集
主
幹
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
寸
大
坂
新
報

L

は

平
野
万
里
を
社
長
と
し
て
い
た
が
、
腕
忠
の
た
め
静
義
す
る
こ
と
と
な
り
、

代

友
一
爆
が
そ
れ
を
引
き
う
け
、
京
代
の
弘
成
館
の
社
員
で
代
官
人
で
も
あ
っ
た
、
本

荘
一
行
を
社
長
と
し
、
主
幹
と
し
て
加
藤
政
之
助
を
招
聴
し
た
の
で
あ
る
。
明
治

八
月
加
藤
着
任
早
々
の
十
四
、
十
五
日
の
社
説
に

J
部
法
学
校
設
け
ざ
る

べ
か
ら
ず
」
を
か
き
、
大
阪
の
よ
う
な
商
売
の
中
心
に
街
法
学
校
な
き
は
は
は
む
ベ

き
こ
と
の

~
お
な
り
と
指
摘
し
、
そ
の
急
務
を
と
き
、
海
外
通
商
の
舞
台
に
お
い

て
商
権
を
確
立
し
、
も
っ
て

の
増
強
に
備
へ
る
べ
し
と
力
説
し
た
。
と
き
に

加
藤
は
二
十
六
歳
の

で
あ
っ
た
が
、
同
年
殺
の
豪
商
門
回
一
一
一
郎
兵
衛
は
こ
れ

に
ル
ル
ハ
，
鳴
し
た
。
門
聞
は
十
人
材
木
鼠
の
…
人
熊
野
屋
三
郎
兵
衛
の
五
代
目
で
あ
る
。

そ
の
間
代
目
が
病
没
す
る
と
分
家
の
熊
野
監
理
平
店
(
熊
ま
か
ら
養
子
に
は
い
つ

く
ま
さ
ぷ

た
も
の
で
、
熊
一
一
一O
止
を
商
り
と
し
て
い
た
。

f勺
i五

郎
兵
衛
は
関
長
期
市
通
り
に
多
く
の
材
木
浜
を
所
有
し
、

ま
た

一
肋
誌L
な
る
週
刊
誌
を
編
集
し
て
い
た
。

加
燦
政
之
幼
の
社
説
に
共
鳴
し
、

「
山
興
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民
新
誌
い
の
編
集
を
も
や
め
て
、
学
校
創
設
の
資
金
カ
ン
パ
に
の
り
だ
す
。
そ
れ

よ
り
こ
う
し
た
自
由
な
若
い
市
民
の
識
見
が
源
流
と
な
っ
て
、
大
板
商
業
議
官
一
所

の
設
じ
は
準
備
が
す
す
む
。
了
度
北
区
の
医
長
で
あ
っ
た
河
口
淳
も
実
業
按
輿
に
熱

心
で
あ
っ
た
の
で
参
画
し
、

そ
こ
で
大
阪
財
界
の
最
高
実
力
者
た
る
五
代
友
厚

(
商
法
会
議
所
初
代
会
頭
)
を
動
か
し
、
こ
れ
が
中
心
と
な
っ
て
、
住
友
家
、
鴻
池
家
、

藤
閉
山
本
の
代
表
も
参
加
し
、
十
六
名
の
創
立
員
で
寸
大
阪
商
業
議
官
所
」
が
開
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

悶
治
十

一
月
十
五
日
の
開
校
で
、
場
所
は
立
売
堀
の
旧
町
会
所
の
お
か

れ
て
い
た
詩
家
の
二
階
(
西
反
立
売
堀
北
通
一
一
一
丁
目
十
七
番
地
)
で
、
こ
の
建
物
は
立

売
堀
の
材
木
悶
震
が
中
心
に
な
っ
て
作
っ
て
い
た
「
町
会
所
」
で
あ
る
。い
ま
は

明
治
小
学
校
新
校
舎
の
南
側
、
阿
波
座
小
公
院
の
一
部
に
あ
っ
て
、
そ
の
一
隅
に

記
念
仰
が
建
て
ら
れ
て
い
る
(
『
大
阪
市
立
大
学
の
百
年
』
一
八t
m
H
)

。

私
立
商
業
議
習
所
の
学
制
は
二
本
立
て
で
、
界
一
間
本
科
の
正
科
生
徒
と
夜
間
に

簿
記
算
術
を
学
ぶ
速
成
科
生
徒
に
分
け
、
当
初
は
六
十
余
人
の
生
徒
を
収
容
し
た
。

簿
記
・
経
済
・
算
術
の
一
一
一
科
を
主
要
科
目
と
し
、
貸
与
制
の
教
科
書
に
は

民
経
済
書
」
(
訳
書
)
「
大
英
商
業
史
」

一
今
川
弘
信
機
図
解
」
な
ど
が

あ
っ
た
(
『
大
阪
市
立
大
学
の
百
年
』
一
一
一
一
八
頁
)
。

私
立
大
阪
商
業
講
習
所
創
立
員
と
し
て
は
五
代
友
厚
が
筆
頭
に
あ
り
、
鴻
池
議

右
衛
門
、
平
瀬
亀
之
助
、
広
瀬
宰
平
(
住
友
土
問
左
衛
門
友
親
代
理
)
、
杉
村
正
太
郎
、

一
輸
長
兵
衛
、
鍋
設
鋳
造
会
社
、
渋
谷
庄
三
郎
、
渋
谷
庄
十
郎
、
安
凹
源
一
ニ
郎
、

久
村
仏3\
二
五
、
ピ
汀
、

d
乙
お
U
J
i
J
2
亨

時
中
市
兵
衛
、
広
野
九
良
右
符
門
、
筑
紫
一
一
一
次
郎
、
河
口悶JI i
 

問
一
一
一
郎
兵
衛
、
援
油
会
社
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
そ
の
総
代
は
府
下
回
一
民
西
日
目

川
州
北
泊
二
丁
目
七
香
地
球
i

畏
門
出
一
一
一
郎
兵
衛
、
同
府
下
回
区
土
佐
堀
一
災
町
一
一
一
四
番 ー

;
2
1
1

4
t
j

両
一
一

i
l
J
日
F
ふ
れ
川
辺
、
m
L
h
I
!

で
あ
っ
た
。

当
初
は
桐
原
拾
…
一
一
を
所
長
と
し
、
簿
記
・
経
済
・
算
術
及
び
商
業
実
習
を
教
え
、

で
も
速
成
科
を
も
っ
て

算
術
を
教
え
た
。
桐
原
は
加
藤
と
同
門
の
仲

で
福
沢
の
抗
挙
に
よ
っ
て
就
任
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
辞
記
・
経
済
・
算

術
の
一
一
一
科
を
も
っ
て
正
科
と
し
、
更
に
こ
れ
を
銀
行
・
会
社
・
仲
買
・
小
売
な
ど

に
分
ち
、
郵
便

の
実
務
を
も
授
け
、
生
徒
を
し
て
実
地
商
業
取
引
に
期
間
熟

~ミ」

せ

大
慌
の
商
家
は
大
い
に
こ
れ
を
歓
迎
し
た
。

し
か
し
不
況
下
に
あ
っ
て
、

容
易
に
寄
付
が
集
ま
ら
ず
、
当
初
か
ら
経
営
は
困
難
を
き
わ
め
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
商
家
は
大
い
に
歓
迎
し
、
百
余
名
の
生
徒
も
集
ま
っ
た
と
い
う
。

五
代
ら
は
、

こ
れ
を
府
の
所
属
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
請
願
し
、
十
四
年
二
月
十
日
「
公

立
大
板
尚
業
識
調
所
設
立
建
一
…
口
口
」
を
府
知
事
建
野
郷
三
宛
に
出
し
て
い
る
(
宮
本
又

次
『
五
代
文
厚
伝
』
一
一
一
九
二
頁
)
。

府
立
大
阪
商
業
講
習
所
と
そ
の
あ
と

明
治
十
四
年
一
一
一
月
七
日
知
事
建
野
郷
三
は
間
・
北
区
…
い
た
の
河
口
淳
あ
て
に
分
立

に
す
る
建
一
一
…
一
口
止
な
詮
議
す
る
が
、
有
志
は
寄
純
金
止
を
確
定
し
、
連
署
捺
印
の
上
、
願

出
せ
よ
と
い
っ
て
い
る
(
『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
第
四
巻
、
一
九
八
J

九
九
支
)
。
際
山
山

の
府
下
街
志
十
七
名
、
創
立
委
員
長
は
五
代
友
淳
、
制
別
立
委
員
は
鴻
池
善
右
衛
門

か
い
お
、
S
4
-
L
7
3
0

に
i
U
4
μ」
1
7
4
A
4

八
月
三
日
校
舎
を
西
区
江
戸
堀
南
通
三
丁
目
悶
府
会
議
事
堂
跡

陪
に
移
し
、
公
玄
に
し
て
大
阪
府
立
商
業
講
腎
所
と
改
称
す
る
こ
と
に
し
た
。
民

院
の
寄
付
金
の
み
で
は
足
ら
ず
、
官
時
川
の
保
誌
を
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

な
お
こ
れ
ま
で
の
出
金
、

府
に
ん
な
納
す
る
も
の

法
院
内
、
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で
、
別
に
大
阪
に
で
き
て
い
た
商
船
学
校
の
例
に
な
ら
う
と
し
て
い
る
。
出
金
額

-
寄
付
金
は
五
代
友
…
俸
が
ニOO
円
、
門
田
一
一
一
郎
兵
衛
(
熊
野
屋
、
材
木
鼠
)
が

。
門
と
、
別
に
創
立
授
と
し
て
一
一
一O
O
円
止
を
寄
付
し
て
い
る
。
住
友
吉
左
衛
門
総

代
即
人
広
瀬
宰
平
は
年
五

O
円
、
伊
庭
貞
剛
も
一
…
一
カ
年
限
年
五
O
円
を
出
し
て
い

る
。
そ
の
他
大
一
一
一
輸
長

乏
よ
ほ
、
ノ
/
ノ
ヰ
ニ
仁
L
K廿
μ
、

」
/
必
事
ふ

f

ふ
寸
「
け
』
斗λ，H
H品

公立商業務溜月if設立建話番(著名者は，総代門町三郎兵衛，河口淳ほか17名)

一
千
瀬
亀
之
助
、
鴻
池
菩

右
衛
門
、
渋
谷
正
三
郎
、

渋
谷
庄
十
郎
、
中
野
桔

一
、
藤
田
伝
三
郎
ら
が

年
金
五
O
円
安
そ
れ
ぞ

れ
出
し
て
い
る
。
河
口

淳
、
門
出
一
一
一
郎
兵
衛
の

両
名
は
発
起
人
総
代
兼

庶
務
取
締
で
あ
っ
た
。

桐
原
拾
一
一
一
が
所
長
と
な

)
、

4
\
!
j
f
c
j
v
、
、
戸
、

P

〉

「
ノ
オ
ネ
草
刈

V
Z
A

品
口

芥
ら
が
教
員
で
あ
っ
た
。

十
四
年
八
月
桐
原
拾
一
一
一

が
所
長
を
辞
し
、
木
村

復
次
が
仮
一
所
長
と
な
り
、

つ
い
で
十

月
に
山
本

達
雄
が
二
十
六
歳
で
所

口
氏
心
科
と
な
っ
た
(
伊
勢
一
戸
佐
一
郎
「
長
沼
浜
日
記
」
一
一
『
大
阪
市
税
秋
』
第
二
混
同
す
)
。
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。

そ
の
後
も
門
間
は
寄
付
を
つ
づ
け
、
九
百
円
に
達
し
た
と
い
う
。

開
業
式
に
は
建
野
郷
一
一
…
知
事
ら
府
首
脳
と
五
代
友
厚
、
加
藤
政
之
助
ら
関
係
者

が
列
席
し
、
彼
ら
は
結
上
、
大
阪
府
移
管
後
も
講
習
所
が
「
決
し
て
高
尚
に
渉
ら

ず
専
ら
実
際
の
惑
に

し
て
教
授
す
る
L

こ
と
を
確
認
し
、
桑
原
勧
業
課
長
は

「
実
訟
を
主
と
す
る
の
目
的
た
る
明
証
を
あ
げ
れ
ば
、
本
校
の
教
場
に
椅
子
卓
子

を
置
ず
し
て
、
悉
皆
平
等
の
畳
を
用
ひ
、
教
師
生
徒
と
も
前
垂
れ
が
け
に
て自立

商
家
向
様
の
体
裁
L

に
す
る
と
述
べ
た
と
伝
え
て
い
る
(
『
朝
日
新
聞
』
明
治
十
五
年

一
月
二
十
七
日
)
。

そ
し
て
新
た
に
所
長
に
は
十
五
年
十
月
住
友
の
伊
露
点
削
が
な
り
、
山
本
述
雄

が
教
践
と
な
っ
て
、

「
大
阪
商
業
諮
期
間
所
正
述
両
科
改
正
規
則
」
が
定
め
ら
れ
る
。

正
科
・
予
備
科
各

夜
間
速
成
科
一
年
半
の
各
科
は
い
ず
れ
も
か
な
り
の

生
徒
止
を
集
め
た
ら
し
い
。

本
科
の
下
の
予
備
科
は
学
力
不
足
の
も
の
に
本
科
通
学
に
備
え
る
も
の
で
ゐ
っ

た
。
本
科
の
入
学
資
格
は
満
十
一
一
一
歳
以
上
で
小
学
中
等
科
以
上
の
も
の
と
し
、

カ
年
を
二
期
に
分
け
、
学
生
等
級
を
付
し
て
進
学
さ
せ
た
。
一
年
生
の
一
期
自
は

ハ
級
で
以
後
半
期
の
合
格
毎
に
級
を
進
め
て
、

の
円
以
後
の
二
期
日
に
f孜

た
。
従
っ
て
卒
業
に
つ
い
て
は
一
一
一
年
間
企
利
(
一
級
)
卒
業
生
と
、
途
中
で

る
(
一
一
級
・
一
一
一
級
)
の
各
種
の
卒
業
者
、
が
あ
っ
た
(
可
大
阪
市
立
大
学
の
百
年
』
一

一
一
一
九
一
氏
)
。

本
科
の
教
科
は
簿
記
・
算
術

(
英
・
支
)
経
済
・
和
漢
文
学
・
地
理
物
法

-
ぃ
抽
律
・
実
地
演
潟
な
ど
で
あ
っ
た
。

最
後
の
一
一

一
級
教
科
に
は
簿
記
学
原
怒
・
統
計
大
意
・
算
術
に
は
累
乗
法
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対
数
表
用
法
・
商
業
実
地
応
用
・
英
女
一
誌
に
は
会
話
作
文
・
訳
・
経
済
に
は
銀
行

論
、
商
律
に
は
商
律
大
意
、
商
律
関
係
諸
条
例
の
科
目
が
あ
り
、
夜
間
速
成
科
は

主l'­
、11:

で

級
制

算
術
・
実
地
演
留
の
一
一
一
科
を
問
州
諸
し
て
い
た
(
可
大

阪
市
立
大
学
の
百
年
)
。

と
こ
ろ
が
や
が
て
経
営
悶
難
と
な
り
十
五
布
十
一
月
、
商
業
講
習
所
は
府
の
勧
業

課
の
所
属
に
移
り
、
十
四
年
八
月
木
村
に
代
わ
っ
て
い
た
山
本
所
長
心
得
以
下
の

職
員
は
全
部
辞
職
し
、
伊
庭
点
隙
が
所
長
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
十
五
年
八
月

に
は
伊
庭
は
辞
し
て
大
坂
府
御
用
掛
天
野
較
が
所
長
を
兼
務
し
て
い
る
。

十
五
年
正
月
か

の

一
カ
月
間
に
新
規
入
学
生
は
正
科
十
五
名
、
速
成
科

五
名

一
月
以
前
に

し
て
再
入
学
し
た
も
の
正
科
五
名
、
速
成
科
一
名

に
け
え
し
た
。ま
た
切
治
十
七
年
六
月
に
は
正
利
七
十
人
名
、
速
成
科
七
十
七
名
を

数
え
て
い
る
(
『
大
奴
府
勧
業
同
月
報
』
一
六
号
。
『
大
阪
府
教
育
百
年
史
』
第
一
一
一
巻
、
史
料
編

二
、
九
六
九
一
氏)
0

府
に
移
管
さ
れ
た
も
の
の
、
講
習
所
の
経
営
政
捻
出
に
は
苦
慮
し
、
十
六
年
に

経
費
を
大
阪
区
部
会
に
も
と
め
た
が
、
否
決
さ
れ
明
治
十
七
年
十
一
月
、
府
は
山
川
凶

商
務
省
に
裕
助
金
の
下
付
を
申
請
し

4ど
う
怨
一
山
、

J

6

5

 

十
七
年
一
号
公
布
さ
れ
た

一
商
業
母
校
通
則
L

に
よ
っ
て
教
則
を
整
備
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

府
立
商
業
議
羽
刷
所
は
通
知
第

種
に
準
拠
し
て
、
修
業
年
限

一
歳
以
上
、

小
学
校
中
等
科
卒
業
の
学
力
を
有
す
る
こ
と
を
←
人
学
資
格
と
す
る
大
阪
府
立
商
業

学
校
と
し
て
、
明
治
十
八
年
三
月
に
開
校
し
た
。
勧
業
課
の
下
に
あ
っ
て
同
校
の

経
授
は
地
方
税
を
も
っ
て
支
弁
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
十
九
年
ニ
月
、
何

属
速
成
科
を
廃
し
て
、
四
月
付
属
夜
学
史
認
科
を
設
置
し
た
が
、
こ
れ
も
ま

年
十
二
月
涜
止
さ
れ
る
。
そ
の
後
同
校
は
府
の
学
務
課
に
移
さ
れ
、
ニ
十
一
年
五

月
一
子
科
及
び
本
科
を
お
い
て
別
に
付
属
科
を
お
く
。

年
の
施
設
の
拡
張
に

あ
た
り
、
伊
庭
貞
臨
は
そ
の
校
長
を
嘱
託
さ
れ
、
一
一
十
一
一
年
十
月
大
阪
市
に
移
管

さ
れ
た
と
き
ま
で
、
伊
庭
は
校
長
を
つ
づ
け
た
。
広
瀬
・
伊
庭
は
と
も
に
大
寂
商

大
い
に
寄
与
し
た
わ
け
で
、
伊
庭
は
府
立
商
業
学
校
時
代
の
講
堂
に

之
竹
山
々
」
の
田
文
字
を
照
一
翠
し
て
い
た
。
大
波
高
商
、
大
抜
高
大
は
も
と
よ

り
、
い
ま
の
大
阪
市
立
大
学
も
、
そ
の
も
と
を
た
ど
れ
ば
大
阪
高
業
講
習
所
に
い

き
つ
く
わ
け
で
、
そ
れ
ら
に
は
、

五
代
の
み
な
ら
ず
、
住
友
の
広
瀬
・
伊
庭
も
寄

与
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
生
徒
の
出
席
率
は
悪
く
、
在
籍
者
の
半
数
が
出
席
し
た
に
す
ぎ
ず
、
生

誌
の
大
半
ば
入
学
後
六
カ
月
第
六
級
の
課
緩
を
終
わ
っ
た
に
と
ど
ま
り
、
一
一
一
カ
年

の
全
諜
程
を
終
わ
っ
た
も
の
は
十
五
年
か
ら
十
九
年
の
五
カ
年
間
で
限
か
一
名
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
大
阪
出
身
の
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、

「
芝
居
が
あ
れ
ば

休
む
し
と
い
う
有
様
で
、
怠
学
ぶ
り
が
目
立
っ
て
い
た
。
府
民
が

に
知
…
…

識
を
も
た
ず
、
ま
た
当
時
の
社
会
協
勢
が
悪
く
、
松
方
緊
縮
財
政
下
で
商
況
が
沈

滞
し
、
十
八
年
六
月
の
淀
川
大
洪
水
で
小
・
中
学
以
上
の
就
学
は
悶
難
と
な
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
(
『
大
阪
商
科
大
学
六
十
年
史
』
九
七
頁
。
『
大
阪
税
年
史
』
一

O
一
一
二
頁
。

竹
下
喜
久
間
力
「
明
治
前
期
大
阪
に
お
け
る
商
業
教
育
の
民
関
」
『
日
本
史
論
集
』
。
官
本
又
次

『
大
阪
文
化
史
論
』
一
一
一
五
回

J

五
五
頁
)
。

十
二
年
七
月
文
部
省
告
示
第
九
号
を
も
っ
て
、
ま
た
河
年
法
律
第
号
徴
兵

令
第
十
一
条
に
よ
り
、
ふ
み
校
は
中
学
校
の
学
科
抑
制
度
と
何
等
以
上
の
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。

二
十
一
二
年
九
月
、
本
校
は
大
阪
市
に
引
き
織
が
れ
、
市
立
大
阪
商
業
学
校
と
改

称
す
る
。

大1I反における潟業・経済教育事始23 
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一
代
の
人
絡
者
、
教
義
人
た
る
伊
庭
貞
剛
が
校
長
と
い
う
か
ら
に
は
立
派
な
学

校
に
仕
上
げ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

市
立
大
甑
商
業
学
校
で
は
、
予
科
・
本
科
各
ニ
年
、
高
等
科
一
年
、
別
科
各
二

年
で
、
付
属
語
学
部
で
は
支
那
諾
・
朝
鮮
一
訟
を
課
し
て
い
た
。
こ
の
間
の
事
情
に

つ
い
て
は
記
述
を
割
愛
す
る
。

の
ち
明
治
三
十
四
年
に
昇
格
し
て
市
立
大
阪
高
等
商
業
学
校
と
な
る
が
、
こ
の

間
幾
多
の
人
材
を
教
育
し
た
。
野
村
徳
七
も
岩
本
栄
之
助
も
木
谷
蓬
吟
も
こ
の
府

立
文
は
市
史
大
扱
蕗
業
学
校
時
代
の
生
徒
で
あ
っ
た
。

な
お
創
立
時
に
大
い
に
寄
与
し
た
門
回
一
一
一
郎
兵
衛
は
明
治
二
十
年
に
は
家
運
が

か
た
む
き
は
じ
め
て
い
る
。

明
治
十
七
年
二
月
、
門
聞
は
大
阪
鉄
工
所
を
経
営
し
て
い
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ

ズ
レ
ッ
ト
・
ハ
ン
タ
ー
か
ら
向
鉄
工
所
を
洋
銀
八
万
九
千
円
で
ゆ
づ
り
う
け
る
が
、

フ
ご
、

士
す
〆
カ

で
そ
の
割
賦
金
を
払
え
ず
、

ま
た
ハ
ン
タ
ー
に
経
営
権
が
移
っ
て
い

る
。先

に
問
南
戦
後
、
英
人
ハ
ン
タ
ー
は
造
船
所
を
計
闘
し
、
門
店
三
郎
兵
徹
と
佐

畑
信
之
の
費
成
を
得
て
、
明
治
十
二
年
二
月
に
大
阪
鉄
工
所
を
つ
く
っ
た
。
佐
焔

も
神
戸
の
材
木
問
屋
で
ギ
ル
ピ
l

閥
会
で
働
い
て
い
た
秋
月
清
十
郎
の
友
人
で
あ

っ
た
。
ハ
ン
タ
!
の
造
船
所
は
、
間
成
郡
春
日
出
の
門
泊
三
郎
兵
衛
の
所
有
地
、

六
軒
新
聞
の
松
ケ
向
仰
の
地
を
選
定
し
た
。
こ
ん
な
訟
で
十
七
年
二
月
に
土
地
・
建

物
・
機
械
・
乾
ド
ッ
ク
そ
の
他
の
設
備
を
洋
銀
八
万
九
千
円
で
門
聞
が
か
い
い
れ

た
に
し
か
し
海
運
界
の
不
況
も
あ
っ
て
そ
の
上
他
の
事
業
に
も
失
敗
し
て
、

ノ、

ン

タ
ー
へ
の
割
り
払
い
金
を
チ
守
ン
と
納
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
門
凶
の
契
約
不
履

1j 
か

一
年
あ
ま
り
で
再
び
ハ
ン
タ
ー
の

に
か
え
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治

十
五
年
十
一
月
八
日
間
十
八
戒
を
も
っ
て
内
田
は
失
窓
の
う
ち
に
、
掘
江
の
地
で

24 

他
界
す
る
。
門
限
の
生
家
熊
野
麗
理
一
平
鹿
(
熊
一
平
)
の
当
主
も
明
治
一
一
十
年
頃
に
不

敬
罪
の
疑
を
か
け
ら
れ
て
、
国
外
に
出
て
し
ま
う
。
か
く
て
、
熊
野
患
は
五
代
目

で
た
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
(
宮
本
又
次
「
大
阪
商
人
太
平
記
」
(
上
)
『
宮
本
又
次
努

作
集
』
第
九
巻
一
一
一
六Oi
一
一
一
六
回
文
、
伊
勢
一
戸
佐
一
郎
「
長
期
浜
日
記
」
『
大
阪
春
秋
』
第
二

1i 
号

(
み
や
も
と

ま
た
じ

大
波
大
学
名
誉
教
援
)
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